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専門分野 言語聴覚障害学 コミュニケーション発達障害学

１．教育活動　　（平成19年度）

  (1)担当科目（学部） 言語発達 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ障害学概論 発達系障害学概論Ⅰ
発達系障害学演習Ⅱ 言語発達特論 脳性麻痺特論
臨床実習Ⅰ 臨床実習Ⅱ 基礎臨床実習

（大学院） コミュニケーション発達障害学特論 コミュニケーション発達障害学演習

  (2)教育関係
      特記事項

２．研究活動　　（平成17～19年度）

　（1)論文等 平成17年

平成19年3月

平成19年

平成20年3月

平成20年3月

　（2）著書 平成17年8月

　(3)学会発表等 平成17年5月

平成17年10月

平成18年5月

  (4)工業所有権等

　(5)外部資金採択状況

科学研究費補助金（代表） 1 件

科学研究費補助金（分担） 1 件

その他外部資金 件

  (6)研究関係
      特記事項

３．地域貢献活動　　（平成19年度）

  (1)審議会等委員

  (2)公開講座等
福山市教職員研修「言語通級指導
教室担当者研修」

  (3)地域貢献
      特記事項

４．大学運営活動　　（平成19年度）

  (1)学内委員等

  (2)大学運営
      特記事項

　　　　※以上は，主要な活動について掲載しています。

「言語発達に課題のある児童の指導方法」,「発達障害の理解と対応」

言語発達相談

三原市就学委員会委員、教育相談専門委員 H18.4～H20.3
福山市巡回相談事業巡回相談員 H19.4～H20.3

堀江真由美，本多留美，玉井ふみ，坊岡峰子，為川雄二：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ障害児・者に対する聴覚的理解促進のた
めのパソコン・プログラム開発.第7回日本言語聴覚学会、開催：金沢市

堀江真由美，玉井ふみ:：児童の４コマ続き絵における説明能力の質的評価．第31回コミュニケーション障害
学会，開催：京都,

進藤美津子,飯高京子,玉井ふみ,加我牧子,平野友紀子：後天性小児失語症児の現状と課題―アンケート調査よ
り―．第50回日本音声言語医学会，開催：横浜市

Kaga K, Shindo M, Tamai F and Tanaka Y：Changes in auditory behaviors of multiply handicapped
children with deafness after hearing aid fitting.Acta Otolaryngol,127（Suppl 559）, 9-12

長谷川純，小澤由嗣，森川早苗，小山美恵，玉井ふみ，山崎和子，吉畑博代：言語聴覚士学生を対象としたア
サーション・トレーニングの効果．人間と科学　県立広島大学保健福祉学部誌，8巻1号，57-66

小山美恵，山崎和子，長谷川純，玉井ふみ，吉畑博代，小澤由嗣：言語聴覚士を目指す学生の臨床実習経験－
アンケート結果の検討－．人間と科学　県立広島大学保健福祉学部誌，8巻1号，67-77

玉井ふみ：解説　難聴を伴う脳性麻痺児の聴覚活用とコミュニケーション指導．森永京子・鈴木真知子・田中
倶子・大浜文恵編，シリーズ言語臨床事例集　第12巻　脳性麻痺，190-199，総頁数299，学苑社

　

Kaga K, Tamai F, Kodama M and Kodama K:Three young adult patients with Pelizaeus-Merzbacher
disease who showed only wavesⅠandⅡin auditory brainstem responses but had good auditory
perception.Acta Otolaryngol 125,1018-1023

堀江真由美、玉井ふみ：文字を読みはじめた時期の子どもの読解力とその関係要因について．人間と科学　県
立広島大学保健福祉学部誌，7巻１号，71-81

発達系障害学概論Ⅱ
高次脳機能障害特論Ⅰ

卒業研究

県立広島大学教員活動情報
保健福祉学専攻


